
 

立川高校の受検に関するＱ＆Ａ 
 

 

 

Ａ１． 次の日程で行われます。 

 願書受付日 検査実施日 合格発表日 

推薦 

「普通科」 

【一般推薦】 

１月１２日（木） 

～１月１８日（水） 
１月２６日（木） ２月２日（木)  

「創造理数科」 

【特別推薦】 

１月１２日（木） 

～１月１８日（水） 

１月２６日（木） 

１月２７日（金） 
２月２日（木) 

学 力 

「普通科」・「創造理数科」 

【学力検査（第一次募集）】 

  ２月 １日（水） 

～２月 ７日（火） 
２月２１日（火)  ３月１日（水） 

 

 

 

Ａ２． 過去３年間の募集人員と合格者数、倍率は次の通りです。受検者数は、当日

の欠席者の分だけ応募者数より少なくなります。また、学力検査では、合格者

数を募集人員より少し多くします。つまり、実質倍率（受検者数を合格者数で

割った数）は、新聞紙上で発表される応募倍率より若干低くなっています。 

普通科男子 募集人員 応募者数（応募倍率） 受検者数（受検倍率） 合格者数（実質倍率） 

推 

 

薦 

Ｒ4年度 ２８ ７３（2.61）  ７３（2.61） ２８（2.61） 

Ｒ3年度 ３２ １２６（3.94） １２５（3.91) ３２（3.91） 

Ｒ2年度 ３２  ８７（2.72）  ８７（2.72) ３２（2.72） 

学 

 

力     

Ｒ4年度 １１６ ２４０（2.07）  １９７（1.70） １１８（1.67） 

Ｒ3年度 １３２ ２４０（1.82） ２２５（1.70） １３６（1.65） 

Ｒ2年度 １３２ ２３１（1.75） ２１１（1.59） １３６（1.55） 

 

普通科女子 募集人員 応募者数（応募倍率） 受検者数（受検倍率） 合格者数（実質倍率） 

推 

 

薦 

Ｒ4年度  ２６  １０７（4.12） １０７（4.12） ２６（4.12） 

Ｒ3年度  ３０  １２１（4.03） １２１（4.03） ３０（4.03） 

Ｒ2年度  ３０  １０４（3.47）   １０４（3.47）   ３０（3.47） 

学 

 

力 

Ｒ4年度 １０６ １９２（1.81）  １７９（1.69） １０８（1.66） 

Ｒ3年度 １２２ １７５（1.43）  １７０（1.39） １２５（1.36） 

Ｒ2年度 １２２ ２１８（1.79）   ２０７（1.70） １２４（1.67） 

Ｑ２．過去３年間の募集人員と倍率を教えてください。 

 

Ｑ１．令和５年度入学者選抜の日程はどのようになっていますか。 



 

創造理数科 

男女 
募集人員 

応募者数 

（応募倍率） 

受検者数 

（受検倍率） 

合格者数 

（実質倍率） 

推 薦 Ｒ4年度 ８ 
１６ 

（2.00） 

１６ 

（2.00） 

 ８ 

（2.00） 

学 力 Ｒ4年度 ３２ 
１４７ 

（4.59） 

１４２ 

（4.44） 

３４ 

（4.18） 

 

【備考】令和４年度の学力検査の応募者数・受検者数・合格者について 

・（普通科の応募者数）＝（普通科と創造理数科を併願した人数） 

＋（普通科のみに出願した人数）【男女別】 

・（普通科の受検者数）＝（普通科と創造理数科を併願した受検者の内、創造理数 

  科を不合格となった人数）＋（普通科のみに出願し、受検した人数）【男女別】 

・（創造理数科の受検者数）＝（創造理数科のみに出願し、受検した人数） 

＋（普通科と創造理数科を併願し、受検した人数）【男女合同】 

・「普通科」の学力検査では男女枠緩和（１割）を実施している。 

 ※創造理数科は、令和４年度から募集を開始しています。 

 

 

 

Ａ３． 令和４年１０月（予定）に東京都教育委員会から発表があります。 

 

 

 

 

Ａ４． できません。どちらかを選択してください。 

※【学力検査に基づく選抜】については Ｑ９ を参照してください。 

 

 

 

 

Ａ５．〇募集人員 

    「普通科」の募集人員の２０％を上限に募集します。 

〇選抜方法 

  個人面接と小論文を１日で実施します。集団討論は、新型コロナウィルス感染

症拡大防止のため、実施しません。（令和３・４年度も集団討論は実施していま

せん。） 

  〈個人面接〉 

    個人面接は中学校での学習やその他の活動について、立川高校に入学してやり

たいこと、自分の将来についてなどを質問します。 

  〈小論文〉 

    ５０分間で２問程度の設問に対し、合計６００字程度で答えます。出題される

Ｑ５．「普通科」の【一般推薦】の募集人員や選抜方法、合格者の決定方法について教

えてください。 
 

Ｑ３．「普通科」と「創造理数科」の募集人員を教えてください。 

Ｑ４．「普通科」の【一般推薦】と「創造理数科」の【特別推薦】の併願はできるか教

えてください。 



 

文章や各種データを基にしながら、指定された問いに従って記述する形式です。 

〇合格者の決定方法 

    調査書の点数に個人面接と小論文の点数を加えて合格者を決定します。（自己

ＰＲカードは平成１９年度から点数化していません。） 

 

    調査書    個人面接     小論文 

   ５００点    １００点    ４００点 

総合成績 

１０００点 

 

① 調査書は、「各教科の５段階評定」の合計点を、５００点満点に換算します。 

なお、傾斜配点は実施しません。 

② 個人面接は、１００点満点で採点をします。 

③ 小論文は、４００点満点で採点をします。  

④ ①～③を合計して１０００点満点（総合成績）として、「普通科」の【一般推

薦】に応募した者を男女別に総合成績の高い者から、募集人数分を合格者とし

ます。 

 

 

 

 

Ａ６．〇募集人員 

   「創造理数科」の募集人員の２０％を上限に募集します。 

〇選抜方法 

２日間で実施します。１日目が個人面接と小論文、２日目が口頭試問です。 

  〈個人面接〉 

    個人面接は中学校での学習やその他の活動について、立川高校に入ってやりた

いこと、自分の将来についてなどを質問します。 

  〈小論文〉 

    ５０分間で２問程度の設問に対し、合計６００字程度で答えます。出題される

文章や各種データを基にしながら、指定された問いに従って記述する形式です。 

  〈「科学分野等の研究に関するレポート」に関する口頭試問〉 

    はじめに３分程度、科学分野等の研究に関するレポート（以下、「研究レポー

ト」とする。）について説明してもらいます。その後、研究レポートに関する質

疑応答を実施します。 

検査当日は、出願時に提出した研究レポートのコピーの持ち込みを認めます。 

〇合格者の決定方法 

    調査書の点数に個人面接と小論文と口頭試問の点数を加えて合格者を決定し

ます。（自己ＰＲカードは平成１９年度から点数化していません。） 

 

 

 

Ｑ６．「創造理数科」の【特別推薦】の募集人員や選抜方法や、合格者の決定方法につ

いて教えてください。 
 



 

  調査書  個人面接   小論文    口頭試問 

 ５００点   ５０点   ２００点   ２５０点 

総合成績 

１０００点 

 

① 調査書は、「各教科の５段階評定」の合計点を、５００点満点に換算します。 

なお、傾斜配点は実施しません。 

② 個人面接は、５０点満点で採点をします。 

③ 小論文は、２００点満点で採点をします。 

④ 口頭試問は、２５０点満点で採点します。 

⑤ ①～④を合計して１０００点満点（総合成績）として、「創造理数科」の【特

別推薦】に応募した男女合同の総合成績の高い者から、募集人数分を合格者

とします。ただし、一定の水準に達していない場合、定員内であっても不合

格となることがあります。 

 

 

 

Ａ７． 「普通科」の【一般推薦】及び「創造理数科」の【特別推薦】では、出願の際

に自己ＰＲカードを提出します。自己ＰＲカードは点数化しませんが、面接の参

考資料とします。【学力検査】では出願時に提出の必要はなく、合格者のみが入

学手続きの書類提出日に提出することになります。入学後の参考資料とします。

書き方のポイントは、「本校の期待する生徒の姿」（２ページ）を参考にして、 

   入学を希望する理由や中学校生活の中で得たこと、学習活動・課外活動における

実績・資格等について具体的に記述することです。その際、箇条書きではなく、

あなた自身の経験をあなたの言葉で表現してください。 

 

 

 

 

Ａ８． 志願者は、研究レポート（Ａ４判２枚以内、様式任意）を出願時に提出します。

研究レポートは点数化しません。 

  (1) Ａ４判の用紙は、レポート用紙、コピー用紙等を利用してください。両面不可。 

  (2) 手書き、パソコン等による作成方法については特に指定しません。 

  (3) 次の６項目を設定し、作成してください。 

    １ 研究のテーマ 

  ２ 研究の背景・目的 

  ３ 研究の方法 

  ４ 研究の結果 

  ５ 研究の考察 

  ６ 今後の展望 

 

 

 

Ｑ７．自己ＰＲカードについて教えてください。 

Ｑ８．「創造理数科」の【特別推薦】における研究レポートについて教えてください。 



 

 

 

 

Ａ９． 併願をすることができます。 

次の３通りの出願の仕方から１つ選択し、出願をすることになります。 

   ① 「普通科」の専願 

   ② 「創造理数科」の専願 

   ③ 「普通科」と「創造理数科」の併願 

   なお、合格者の決定の仕方については、Ｑ１０でご確認下さい。 

 

 

 

 

Ａ10．〇募集人員 

「普通科」の【学力検査に基づく選抜】の定員は、「普通科」の募集人員から「普

通科」の【推薦に基づく選抜】の合格者を除いた人員を上限に選抜します。 

「創造理数科」の【学力検査に基づく選抜】の定員は、「創造理数科」の募集人

員から「創造理数科」の【特別推薦】の合格者を除いた人員を上限に選抜します。 

〇選抜方法 

「普通科」と「創造理数科」の選抜方法は、同じです。 

学力検査は、国語・数学・英語・社会・理科の５教科で行われます。ただし、国

語・数学･英語（リスニングを除く）の３教科については、平成３０年度入試から

グループ作成問題から自校作成問題に変わりました。普通科と創造理数科は、同じ

問題です。英語のリスニングと社会、理科は都立高校の共通問題です。 

〇合格者の決定 

「普通科」と「創造理数科」ともに、学力検査の得点を７００点満点、調査書の

得点｛（国＋数＋英＋社＋理）×１＋（技家＋体＋音＋美）×２｝を３００点満点

に換算したものに、『東京都立高等学校入学者選抜における東京都中学校英語スピ

ーキングテスト（ＥＳＡＴ－Ｊ）』≪Ｑ15 参照≫の点数（２０点満点）を加えた、

合計１０２０点満点（総合成績）とします。 

 

学力検査    調査書   スピーキングテスト  

  ７００点    ３００点      ２０点 

総合成績 

１０２０点 

 

次の順に合格者を決定します。 

①「創造理数科」のみに出願した者および「普通科」と「創造理数科」を併願し

た者から、男女合同で総合成績の高い順に「創造理数科」の合格者を決定します。 

②「普通科」のみに出願した者および「普通科」と「創造理数科」を併願したが

「創造理数科」に不合格となった者から、男女別に総合成績の高い順に「普通科」

の合格者を決定します。 

 

Ｑ10．「普通科」と「創造理数科」の【学力検査に基づく選抜】の募集人員や選抜方法、

合格者の決定方法について教えてください。 

Ｑ９．【学力検査に基づく選抜】において、「普通科」と「創造理数科」を併願すること

ができるかを教えてください。 



 

なお、令和５年度の「普通科」においては、男女別定員制の緩和を実施してい

ます。男女別に募集人員８割に相当する人員を算定し、男女別の総合成績の順に

より合格者を決定します。その後、残りの募集人員に対して男女合同の総合成績

の順により合格者を決定します。 

 

 

 

Ａ11． 立川高校では進学を重視した学校として一層充実した教育を行います。そのた

めに基礎・基本の定着を確認することに加え、思考力、判断力、応用力、表現力

等を併せてみることができるように、国語・数学・英語（リスニングを除く）に

ついては平成３０年度入試から自校作成問題で学力検査を実施しています。 

 

 

 

 

 

Ａ12． 平成３０年度入試から、進学指導重点校グループ作成問題から再び自校作成 

問題になりました。 

問題は、東京都の共通問題と同様に中学校で学ぶ範囲から出題されますので、

基礎・基本をしっかり理解して臨むことが大切です。特別な知識を必要とするこ

とはありませんが、思考力、判断力、応用力、表現力が重視されますので、共通

問題に比べて記述式が多くなります。 

また、他の進学指導重点校の自校作成問題やグループ作成問題の過去問題を実

際に自分で解き、傾向に慣れることが大切です。 

さらに、共通問題である理科・社会については、高得点が見込まれます。こち

らも過去問を中心にしっかりと対策を立てましょう。最後まで諦めずにがんばっ

てください。 

 

 

 

 

 

 

Ａ13． 合否の判定は別々に行うので、影響は全くありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ11．自校作成問題について教えてください。 
 

Ｑ12．進学指導重点校の自校作成問題に対し、どのような対策を取って勉強したらよい

か教えてください。 

 

Ｑ13．「普通科」の【一般推薦】や「創造理数科」の【特別推薦】に不合格となった場

合、「普通科」と「創造理数科」の【学力検査に基づく選抜】の合否に影響はあ

りますか。 

 



 

 

 

Ａ14． 今年度もインターネットを活用した出願を実施します。 

   入学願書（紙）は提出せず、志願者がインターネット上の出願サイトで志願者

情報を入力します。 

    出願に要する書類の提出は、中学校を通じて立川高校に提出することになり

ます。（都内の中学校に在籍していない者は、志願者が直接立川高校に提出しま

す。） 

    出願した者は、受検票は、出願サイトで交付を受けます。 

    ※詳細については、後日、本校webページにてお知らせします。 

 

 

（参考）「令和４年度東京都立高等学校入学者選抜における 

インターネットを活用した出願について」 

（公開日：令和3年（2021）11月 4日） 

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/admission/high_school/exam/application2022.html 

 

 

 

 

 

Ａ15． 東京都教育委員会のwebページをご覧ください。 

 

（参考）「【特設ページ】中学校英語スピーキングテスト 

（ESAT-J）」 

（公開日：令和4年（2022）7月 14日） 

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/esat-j.html 

Ｑ14．インターネット出願について教えてください。 

 

Ｑ15．東京都中学校英語スピーキングテスト（ＥＡＳＴ－Ｊ）の結果の活用について教

えてください。 

 

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/admission/high_school/exam/application2022.html
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/esat-j.html

